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今
年
の
冬
は
近
年
希
に
見
る
強
烈
な
寒

波
の
襲
来
と
大
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
話
題
が
目
に
付
き
ま
し
た
。
道
内
で

は
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
30
度
を
下
回
り
、

最
高
気
温
も
マ
イ
ナ
ス
10
度
を
上
回
る
事

の
な
い
日
を
記
録
す
る
な
ど
、
道
外
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
北
海
道
に
住
ん
で
い
る
我
々

も
こ
の
寒
さ
に
は
堪
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
朝
外
を
歩
い
た
時
に「
刺

さ
る
位
の
猛
烈
な
寒
さ
」を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
猛
威
を
振
る

っ
て
お
り
、
早
い
段
階
で
全
国
的
に
警
報

レ
ベ
ル
ま
で
達
し
ま
し
た
。
私
も
昨
年
末

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
発
症
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
効
果
な
の

か
不
明
で
す
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

も
そ
れ
ほ
ど
出
な
い
で
済
み
、
一
緒
に
い

た
家
族
は
発
症
す
る
こ
と
も
な
く
ホ
ッ
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
冬
も
終
わ
り
を
告

げ
て
季
節
が
変
わ
り
、
春
の
足
音
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
つ
い
こ
の
間
正
月
休
み
だ

っ
た
よ
な
…
な
ん
て
考
え
て
い
る
う
ち
に

気
が
付
け
ば
今
年
も
早
く
も
２
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
て
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も

の
だ
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
す
。 

（
Ｔ
）

　
今
回
の
表
紙
は
、
エ
ル
ダ
ー

ミ
セ
ス
交
流
会
の
様
子
で
す
。

皆
さ
ん
３
日
間
元
気
い
っ
ぱ
い

楽
し
め
た
で
し
ょ
う
か
？
ま
た

来
年
も
元
気
な
お
顔
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
！

材料�（３人分）

【作り方】

ほうれん草････････････ １袋
長ねぎ･･････････10㎝くらい
乾ちりめん････････････10ｇ
ゆずぽん・･･･････ お好みの量

①ほうれん草を茹でる。
②長ねぎを小口切りにする。（細かくてもよい）
③①をザルに取り、冷まして水気をよく絞り3㎝くらいに切る。
④③で切ったほうれん草と②の長ねぎ、乾ちりめんをボウルに入れて、よく混ぜ合

わせお好みの量のゆずぽんをかけて出来あがり。

ほうれん草とちりめんのおひたし

中士幌地区 小椋　享子さん

❷ JA 士幌町女性部中士幌支部設立50周年記念式典・祝賀会
❸士幌町枝肉共励会
❹上居辺西麦作設立50周年記念式典・祝賀会
❺中士幌麦作設立50周年記念式典・祝賀会
❻女性部版　十勝女性研修会／冬期フレミズ交流会
　支部長研修
❼女性部研修会／エルダー交流会
❽女性部本部理事視察研修

�青年部版　冬期研修会／畑作専門委員会研修
�いちい会40周年記念視察研修
�いま何やってますか
�十勝馬事振興会　木幡利則さん表彰
　ぼく・わたしのおとうさん
�アスポのお知らせ／貯金課のお知らせ／
　今月のあなたの運勢
�クロスワードパズル
�わが家のおすすめレシピ／編集後記

JA 士幌町と組合員がつくる情報誌
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今 月 の
特 集

T o p i c s

Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部

中
士
幌
支
部
設
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

　
女
性
部
中
士
幌
支
部
設
立
50
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
同
実
行
委
員
会（
小

川
眞
知
子
実
行
委
員
長
）主
催
に
よ
り
、

１
月
29
日（
火
）十
勝
川
温
泉
第
一
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
部

員
を
は
じ
め
地
区
役
員
や
農
協
関
係
者

な
ど
約
40
名
が
出
席
し
、
記
念
す
べ
き

50
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
小
川
委
員
長
よ
り
式
辞
が

述
べ
ら
れ
、
次
に
中
士
幌
支
部
30
周
年

以
降
の
歴
代
支
部
長
13
名
、
歴
代
理
事

11
名
が
紹
介
さ
れ
、
歴
代
支
部
長
を
代

表
し
て
川
瀬
か
ち
子
さ
ん
、
三
木
里
恵

さ
ん
、
歴
代
理
事
を
代
表
し
て
大
野
和

子
さ
ん
、
力
石
秀
子
さ
ん
、
平
野
三
枝

子
さ
ん
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
篠
原
組
合
長
を
は
じ
め
来
賓
３

名
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
川
瀬
か
ち
子
さ
ん
よ
り

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
祝
賀
会
で
は
渡
部
農
協
理

事
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
、
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
過
去
に
行
わ
れ
て
い

た
女
性
部
芸
能
発
表
会
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
な
が
ら
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
部
中

士
幌
支
部
の
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
、
一
般
に
分
か
れ
て
余
興

が
始
ま
り
、
各
々
が
こ
の
日
の
た
め
に

日
々
練
習
し
た
成
果
を
大
い
に
発
揮
し

て
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
結
び
に
今
後
益
々

の
女
性
部
の
発
展
を
願
い
、
歴
代
事
務

局
を
代
表
し
て
今
田
幸
男
氏
に
よ
る
万

歳
三
唱
で
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し

た
。

小川委員長の式辞 篠原組合長による祝辞

歴代支部長へ感謝状の贈呈

曽我会長による挨拶

スライドショーの上映に釘付け

余興で大盛り上がり！

平
成
30
年
度
士
幌
町
肉
牛
振
興
会
枝
肉
共
励
会

乳
雄
の
部 

「
農
場
ビ
ー
フ
1
号
」

交
雑
の
部 

「
新
上
ビ
ー
フ
1
号
」が
最
優
秀
賞

交雑の部　最優秀賞
新上肉用牛牧場出品　新上ビーフ１号

乳雄の部　最優秀賞
西上加納農場出品　農場ビーフ１号

◆ 乳雄の部� 出品戸数 17戸・出品頭数 30頭・平均枝重量 488.1㎏・３等級以上 ３頭

◆ 交雑の部� 出品戸数 12戸・出品頭数 33頭・平均枝重量 547.2㎏・３等級以上 27頭

褒　賞 出品
№ 名　　　　前 枝肉

重量 格　付

最 優 秀 賞 19 農 場 ビ ー フ １ 号 ㈲ 西 上 加 納 農 場 526 ㎏ Ｂ-3

優秀賞１席 7 第２上音更ビーフ２号 ㈲上音更肉用牛牧場 496 ㎏ Ｃ-3

優秀賞２席 25 実 勝 ビ ー フ １ 号 市 田 卓 志 447 ㎏ Ｂ-3

優秀賞３席 22 士 幌 北 ビ ー フ ２ 号 ㈲士幌北肉用牛牧場 505 ㎏ Ｂ-2

優 良 賞 12 第 ２ 魁 ビ ー フ １ 号 鎌 田 佳 尚 526 ㎏ Ｂ-2

褒　賞 出品
№ 名　　　　前 枝肉

重量 性別 格　付

最 優 秀 賞 8 新上ビーフ１号 ㈲新上肉用牛牧場 535 ㎏ 去勢 Ｂ-4

優秀賞１席 32 野口恭兵ビーフ１号 野 口 恭 兵 540 ㎏ 去勢 Ａ-4

優秀賞２席 15 第２農場ビーフ２号 ㈲西上加納農場 469 ㎏ 雌 Ａ-4

優秀賞３席 28 マルセンビーフ２号 ㈱マルセン牧場 513 ㎏ 雌 Ｂ-4

優 良 賞 22 上音更ビーフ４号 ㈲上音更肉用牛牧場 527 ㎏ 去勢 Ａ-4

　
２
月
７
日（
木
）、
士
幌
町
肉
牛
振
興
会

（
曽
我
透
会
長
）主
催
に
よ
る
枝
肉
共
励
会

（
乳
雄
・
交
雑
）が
北
海
道
畜
産
公
社
道
東

事
業
所
十
勝
工
場
に
て
開
催
さ
れ
、
町
内

生
産
者
よ
り
乳
雄
の
部
に
30
頭
、
交
雑
の

部
に
33
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
に

つ
い
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
枝
肉
が
揃
う
共

励
会
で
、
日
本
食
肉
格
付
協
会
に
よ
る
審

査
を
実
施
し
た
結
果
、
乳
雄
の
部
で
は
西

上
加
納
農
場
出
品
の
農
場
ビ
ー
フ
１
号
、

交
雑
の
部
で
は
新
上
肉
用
牛
牧
場
出
品
の

新
上
ビ
ー
フ
１
号
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

入
賞
者
に
表
彰
状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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上
居
辺
西
麦
作
組
合

設
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催

中
士
幌
地
区
麦
作
組
合

設
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催

野村組合長の挨拶増村組合長の挨拶

50年の思い出に花が咲きました

50年の歴史これからの未来について話し合いました

　
上
居
辺
西
麦
作
組
合（
野
村
晃
組
合
長
）

は
１
月
31
日(

木)

に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

テ
ラ
ス
帯
広
に
於
い
て
、
設
立
50
周
年

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
野
村
組
合
長
は
、

「
馬
耕
の
時
代
か
ら
機
械
化
へ
の
移
行

と
経
営
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
い
た
昭
和

44
年
８
月
、
営
農
の
近
代
化
に
向
け
て

基
幹
作
物
増
収
の
た
め
の
地
力
維
持
と

輪
作
体
系
の
確
立
を
目
指
し
て
、
秋
ま

き
小
麦
の
導
入
が
検
討
さ
れ「
増
田
武
雄
」

氏
を
初
代
組
合
長
に
選
出
し
、
32
戸
の

組
合
員
に
よ
り
上
居
辺
西
麦
作
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
小
麦
は
価
格
、
収

量
共
に
低
く
、
予
備
乾
燥
施
設
も
未
整

備
で
穂
発
芽
と
の
闘
い
が
続
く
経
済
性

に
乏
し
い
作
物
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

　
中
士
幌
地
区
麦
作
組
合（
増
村
好
昭

組
合
長
）は
２
月
５
日（
火
）に
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
帯
広
に
於
い
て
、
設
立

50
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
増
村
組
合
長
は
、

「
各
地
区
で
秋
ま
き
小
麦
の
導
入
が
検

討
さ
れ
て
い
る
中
、
総
体
的
に
経
営
規

模
の
小
さ
い
中
士
幌
地
区
で
は
低
収
量

で
、
収
量
性
に
乏
し
い
小
麦
の
導
入
に

は
大
き
な
決
断
が
必
要
と
さ
れ
、
青
年

部
を
中
心
に
導
入
に
向
け
た
議
論
が
高

ま
り
、
昭
和
44
年
８
月
基
幹
作
物
増
収

の
た
め
の
地
力
維
持
と
輪
作
体
系
の
確

立
を
目
指
し「
平
野
春
夫
」氏
を
初
代
組

合
長
に
選
出
し
て
、
中
士
幌
麦
作
組
合

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
３

俵
余
り
の
反
収
で
穂
発
芽
の
闘
い
が
続

の
50
年
の
歩
み
の
中
で
、
幾
多
の
困
難

に
直
面
し
な
が
ら
も
こ
れ
ら
を
克
服
し
、

い
ま
で
は
馬
鈴
薯
・
甜
菜
・
豆
類
に
並

ぶ
基
幹
作
物
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け

と
な
り
ま
し
た
。」と
挨
拶
さ
れ
、
そ
の

後
歴
代
組
合
長
及
び
10
年
以
上
勤
続
さ

れ
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
来
賓
の
紹
介
が
さ
れ
た
後
、

来
賓
を
代
表
し
て
七
條
専
務
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
感
謝
状

受
賞
者
を
代
表
し
て
第
20
代
組
合
長
の

御
子
柴
昌
則
氏
よ
り
謝
辞
を
頂
き
閉
式

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場
所
を
移

し
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
野
村
組
合
長
の
挨
拶

の
後
、
加
納
士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会

会
長
の
乾
杯
に
よ
り
祝
賀
会
に
入
り
、

思
い
出
話
や
苦
労
話
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
宴
の
中
ほ
ど
で
は
刈
り
取
り
や

運
搬
風
景
の
動
画
鑑
賞
を
行
い
あ
ら
た

め
て
現
在
の
機
械
化
農
業
を
実
感
し
、

参
加
者
全
員
50
年
の
歴
史
を
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。

く
経
済
性
に
乏
し
い
作
物
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
50
年
の
歩
み
の
中
で
、
幾

多
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
こ
れ
ら

を
克
服
し
、
今
で
は
基
幹
作
物
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
確
固
た
る
も
の
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
先
人
先
達
の
努

力
の
賜
で
あ
り
そ
れ
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
組
合
員
、
関
係
機
関
皆
様
の
お
陰

で
す
。」と
挨
拶
さ
れ
、
そ
の
後
歴
代
組

合
長
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
小

林
士
幌
町
長
、
國
井
常
務
、
そ
の
後
感

謝
状
受
賞
者
を
代
表
し
て
第
７
代
組
合

長
の
平
野
重
信
氏
よ
り
謝
辞
を
頂
き
閉

式
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場
所
を

移
し
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
増
村
組
合
長
の
挨
拶

の
後
、
加
納
士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会

会
長
の
乾
杯
に
よ
り
祝
賀
会
に
入
り
、

今
ま
で
の
苦
労
話
や
こ
れ
か
ら
の
麦
作

運
営
等
の
話
し
に
花
が
咲
き
、
参
加
者

全
員
50
年
の
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。
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女性部版女性部版
Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
研
修
会

女
性
部
支
部
長
研
修

　
12
月
12
日（
水
）～
13
日（
木
）、
十
勝
幕
別
温
泉
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
て
Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
は
理
事
・
支
部
長

17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
文
芸
ア
ナ
リ
ス
ト
、
食
料
・
農
業
ア
ナ
リ
ス

ト　
大
金
義
昭
氏
を
講
師
に「
い
の
ち
の
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
！
～
J
A
女
性
組
織
と
家
の
光
の
歩
み
～
」の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
道
女
性
協
大
会
・
家
の
光

大
会
の「
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表　
北
海
道
予
選
」に

お
い
て
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
J
A
豊
頃
町
女
性
部
部
長

の
川
口
亜
矢
子
氏
の「
思
い
を
つ
な
ぐ
」と
題
し
た
体
験
発

表
、
和
紙
を
使
用
し
た「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」を
作
成
し
、
一

日
目
の
研
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
帯
広
支
所
の
沼
田
光
弘

支
所
長
よ
り
、「
協
同
活
動
が
果
た
す
地
域
社
会
へ
の
役
割

に
つ
い
て
」と
題
し
て
協
同
組
合
の
成
り
立
ち
か
ら
J
A

女
性
組
織
の
重
要
性
な
ど
詳
細
な
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア

ノ
に
よ
る
演
奏
会
」で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト　
和
光

憂
人
氏
と
ピ
ア
ニ
ス
ト　
長
尾
崇
人
氏
の
演
奏
で
会
場
全

体
が
包
ま
れ
、
日
常
か
ら
離
れ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
場
後
方
に
は
、
管
内
女
性
部
の
手
芸
品
が
展
示
さ
れ
、

華
や
か
な
中
で
の
充
実
し
た
二
日
間
の
研
修
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
２
月
７
日（
木
）～
８
日（
金
）Ｊ
Ａ
女
性
部（
太
田
小
枝

子
部
長
）で
は
、
十
勝
川
温
泉
第
一
ホ
テ
ル
で
支
部
長
９

名
が
参
加
し
、
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
る
支
部
長
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
伊
藤

里
美
氏
を
講
師
に
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
を
研
修
し
ま
し
た
。
ポ

ー
セ
ラ
ー
ツ
は
、
真
っ
白
な
磁
器
に
好
み
の
色
や
柄
の
シ

ー
ル
の
よ
う
な
転
写
紙
を
貼
り
、
電
気
炉
で
焼
き
付
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食
器
や
小
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
工
芸

品
で
す
。

　
参
加
し
た
支
部
長
は
、
用
意
さ
れ
た
マ
グ
カ
ッ
プ
か
ら

好
み
の
形
を
選
び
、
数
多
く
の
転
写
紙
の
中
か
ら
思
い
思

い
の
絵
柄
を
見
つ
け
出
し
て
、
作
品
を
作
成
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

冬
期
交
流
会

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会（
山
岸
和
佳
会
長
）

は
12
月
６
日（
木
）、
士
幌
町
農
業
会
館
ホ
ー
ル
に
て
、
部

員
41
名
の
参
加
の
も
と『
冬
期
交
流
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
行
動
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」と
題
し
て
、
昨

年
に
引
き
続
き
士
幌
消
防
署　
救
急
係
長　
田
中
健
二
氏

を
講
師
に
、
一
般
救
命
講
習（
子
ど
も
編
）を
行
い
ま
し
た
。

や
け
ど
や
誤
飲
な
ど
の
応
急
手
当
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
少
人
数
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た

実
技
は
、「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
役
立
ち
そ
う
。」と
大

変
好
評
で
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
昼
食
は
会
場
を
２
階
の
会
議
室
に
移
し
、
山
岸
会
長
、

棚
橋
副
会
長
の
司
会
に
よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
で
は
、

賞
品
を
目
指
し
て
盛
り
上
が
り
、
普
段
な
か
な
か
話
す
機

会
の
な
い
他
支
部
の
方
と
交
流
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部（
太
田
小
枝
子
部
長
）は
、
２
月

５
日（
火
）士
幌
町
農
業
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
部

員
１
３
０
名
の
参
加
の
も
と
女
性
部
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
太
田
部
長
、
七
條
専
務
理

事
よ
り
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
ハ
ピ
ネ
ス
代

表　
ホ
シ
ナ 

サ
オ
リ
氏
に
よ
る「
中
医
学
講
座
」

「
中
医
学
ス
ト
レ
ッ
チ
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
午
前
に
行
わ
れ
た「
中
医
学
講
座
」で
は
、
心

と
体
の
不
調
へ
の
対
処
は
食
べ
物
の
陰
陽
バ
ラ

　
１
月
21
日（
月
）～
23
日（
水
）、
女
性
部
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ

ス
で
は
部
員
43
名
が
参
加
し
、
農
業
会
館
ホ
ー
ル
、
あ
か

ん
湖
鶴
雅
ウ
イ
ン
グ
ス
を
会
場
に
研
修
会
・
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
農
業
会
館
ホ
ー
ル
に
て
Ａ
コ
ー
プ
ア
ス

ポ
店　
店
長　
工
藤
隆
可
氏
よ
り
、
ア
ス
ポ
店
の
取
組
み

や
お
す
す
め
商
品
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
普
段
は
聞

く
機
会
が
な
い
身
近
な
ア
ス
ポ
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
、
ホ
テ
ル
へ
向
か
い
夕
食
の
懇
親
会
で
は
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
、
女
性
部
三
役
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
大
変
に
ぎ
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
研
修
会

Ｊ
Ａ
女
性
部
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
部
員

研
修
会
・
交
流
会

ン
ス
な
ど
が
大
切
で
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
自
分
の
体
質
を
確
認
し
た
後
、
タ
イ
プ
別

に
対
処
方
法
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の「
中
医
学
ス
ト
レ
ッ
チ
」で
は
、
中

医
学
の
話
を
も
と
に
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
は
自
分
で
無
理

の
な
い
と
こ
ろ
で
と
め
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
部
員

か
ら
は
、
質
問
も
出
る
な
ど
大
変
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
午
前
中
に
カ
ラ
オ
ケ
や
卓
球
、
買
い
物
な
ど
思
い
思
い
に
過
ご
し
、
午

後
か
ら
は
映
画「
妻
よ
薔
薇
の
よ
う
に　
家
族
は
つ
ら
い
よ
Ⅲ
」を
全
員
で
鑑
賞
し
た
後
、

行
政
相
談
出
前
講
座
を
受
け
ま
し
た
。
夕
食
は
、
み
な
さ
ん
の
希
望
も
あ
り
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
で
、
開
放
的
な
空
間
の
中
で
支
部
を
越
え
て
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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女
性
部
理
事
道
外
研
修

11
月
26
日（
月
）

◆
京
果
京
都
青
果
合
同
株
式
会
社

　
女
性
部
理
事
道
外
研
修
実
施
要
領
に
基
づ
き
２
年
に
１
回
実
施
さ
れ
る
研
修
が
、

11
月
26
日（
月
）か
ら
11
月
29
日（
木
）の
４
日
間
の
日
程
で
京
都
・
三
重
・
愛
知
で
実

施
さ
れ
、
理
事
８
名
、
事
務
局
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
27
日（
火
）

◆�

Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と
女
性
組
織
と
の

交
流
・
直
売
所「
ひ
ぞ
っ
こ
」視
察

長
の
井
川
洋
子
さ
ん
は
、
三
重
県
女
性
連
絡
会
議
の
会
長

も
さ
れ
て
お
り
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
で
は
、「
Ｊ
Ａ
自
己
改

革
」の
寸
劇
を
行
い
、
会
員
個
々
の
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
を
後
押
し
を
す
る
等
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
交
流
で
は
、
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
農
業
の
形
態
や
生
活
の
相

違
点
、
女
性
組
織
と
し
て
の
共
通
点
な
ど
形
式
に
と
ら
わ

れ
ず
に
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
予
定
し
て
い
た
時
間
が

短
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
話
が
弾
み
ま
し
た
が
、
名
残
を
惜

し
み
つ
つ
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
事
務
所
近
く
の
と
れ
た
て
市「
ひ
ぞ
っ
こ
」は
、
生

産
者
が
こ
だ
わ
っ
て
栽
培
し
た
採
れ
た
て
の
農
産
物
を
販

売
し
て
お
り
、売
り
場
で
は
農
畜
産
物
や
加
工
品
、お
土
産

か
ら
惣
菜
に
至
る
ま
で
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

市場での説明

京の食文化ミュージアム　あじわい館 グループに分かれて懇談

直売所「ひぞっこ」店内

ＪＡあぐりタウンげんきの郷

ファーマーズマーケットはなまる市
（ＪＡあぐりタウンげんきの郷） ＪＡいがふるさとのみなさんと

　
１
日
目
は
当
組
合
の
馬
鈴
薯
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
取

引
先
で
あ
る
京
果
京
都
青
果
合
同
株
式
会
社
を
視
察
し
ま

し
た
。
最
初
に
全
国
各
地
か
ら
集
荷
さ
れ
た
青
果
物
が
取

引
さ
れ
る
現
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
士
幌
の
キ
タ
ア

カ
リ
や
十
勝
産
、
北
海
道
産
の
野
菜
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
議
室
で
土
物
・
根
菜
部　
嶋

川
部
長
を
は
じ
め
、
各
担
当
か
ら
馬
鈴
薯
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
販
売
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
三
重
県
伊
賀
市
の
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と
を
訪

問
し
、
女
性
組
織
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

い
が
ふ
る
さ
と
女
性
組
織
の
会
員
は
約
４
６
０
名
で
、
会

11
月
28
日（
水
）

◆
伊
勢
神
宮
外
宮
、
内
宮
・
な
ば
な
の
里

　
研
修
３
日
目
は
、
伊
勢
神
宮（
正
式
名
称
は「
神
宮
」）を

伊
勢
案
内
人
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
外
宮
、
内
宮

を
参
拝
し
ま
し
た
。
参
拝
後
に
は
、
お
は
ら
い
町
、
お
か

げ
横
丁
も
散
策
し
昔
懐
か
し
い
町
並
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
な
ば
な
の
里
は
、
三
重
県
桑
名
市
に
あ
る
花
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
有
名
で
す
。
毎
年
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
が
変
わ
り
、
２
０
１
８
年
の

テ
ー
マ
は「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
～
日
本
の
情
景
～
」で
富
士
山
や

浮
世
絵
、
日
本
昔
話
な
ど
日
本
の
伝
統
や
歴
史
な
ど
が
、

高
さ
約
35
ｍ
、
横
幅
１
５
５
ｍ
の
規
模
で
表
現
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

11
月
29
日（
木
）

◆
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
タ
ウ
ン「
げ
ん
き
の
郷
」

　
研
修
最
終
日
は
愛
知
県
大
府
市
に
あ
る
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
タ

ウ
ン
げ
ん
き
の
郷
を
視
察
し
ま
し
た
。
日
本
最
大
級
の
直

泉
や
足
湯
に
入
る
等
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
家
族
で
楽

し
め
る
産
直
施
設
で
す
。

　
敷
地
内
に
あ
る
研
修
施
設「
あ
す
な
ろ
舎
」で
支
配
人
の

石
橋
さ
ん
に
事
業
の
概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
農
業
所
得
の
向
上
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、「
農
と

食
、
環
境
と
福
祉
、
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
健
康
・
安
全

の
地
域
づ
く
り
」を
事
業
の
目
的
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
験
農
園
や
食
育
の
施
設
な
ど
地
域
と
密
着
し
た
取
り
組

み
は
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
の
在
り
方
に
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た

　
参
加
者
一
同
こ
の
よ
う
な
研
修
の
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
良
い
経
験
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
有

意
義
で
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
視
察
研
修
に
な
り
ま
し
た

こ
と
を
視
察
に
対
応
い
た
だ
い
た
方
々
を
始
め
、
関
係
各

位
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
所
で
Ｊ
Ａ
あ
い
ち

知
多
の
子
会
社
㈱
げ

ん
き
の
郷
が
運
営
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
12
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
買
う
、

食
べ
る
、
遊
ぶ
、
学

ぶ
、
収
穫
す
る
、
温
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青
年
部（
石
水
諒
部
長
）で
は
12
月
18

日（
火
）部
員
約
70
名
参
加
の
も
と
農
業

会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
冬
期
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
士
幌
町
参
事
の
田

中
秀
明
氏
を
講
師
に
招
き
、「
士
幌
町
農

協
概
論（
歴
史
か
ら
未
来
へ
）」と
題
し

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
士
幌

町
の
歴
史
を
自
ら
見
聞
き
し
た
こ
と
や

先
輩
か
ら
直
接
聞
い
た
こ
と
を
中
心
に
、

太
田
寛
一
氏
や
安
村
志
朗
氏
に
関
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
士
幌
町
農
協
が
行
っ
て

き
た
様
々
な
事
業
に
つ
い
て
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
に
期
待
す
る
こ
と

な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
部
員
か
ら
は「
貴
重
な
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く

士
幌
町
農
協
の
歴
史
を
説
明
し
て
頂
い

て
良
か
っ
た
。
と
て
も
楽
し
め
た
講
演

内
容
で
し
た
」な
ど
と
話
を
さ
れ
て
お
り
、

と
て
も
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

冬
期
研
修
会
を
開
催

士
幌
町
農
協
の
歴
史
を
学
ぶ

講師の田中秀明氏真剣に聞き入っておりました

農
業
用
I
C
T
技
術
の
活
用
方
法
を
学
ぶ

畑
作
専
門
部
会
で
学
習
会
を
開
催
！

い
ち
い
会

40
周
年
記
念
事
業
を
実
施

　
い
ち
い
会（
藤
田　
信
夫
会
長
）で
は
、
創
立
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
11
月
26
日
か
ら
５

日
間
の
日
程
で
道
外
農
協
施
設
の
視
察
旅
行
を
実
施
、
19
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
京
都
市
の
東
福
寺
で
紅
葉
を
鑑
賞
し
、
２
日
目
に
福
知
山
市
の
関
西
食
品
工
場

に
伺
い
ま
し
た
。
大
串
工
場
長
か
ら
概
要
説
明
を
い
た
だ
き
、
前
年
並
み（
１
万
㌧
）の
製
造

見
込
み
で
あ
る
と
の
お
話
し
で
し
た
。
サ
ラ
ダ
の
製
造
工
程
を
見
学
後
、
６
種
類
の
製
品
を

試
食
し
て
視
察
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
、
姫
路
市
内
を
見
学
後
、
東
京
へ
移
動
。
４
日
目
は
、
午
前
中
に
東
松
山
市
の

関
東
食
品
工
場
に
伺
い
ま
し
た
。
白
木
専
務
よ
り
概
要
説
明
を
い
た
だ
き
、
平
成
元
年
９
月

の
稼
働
か
ら
30
年
目
を
迎
え
た
こ
と
、
従
業
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
製
造
工
程

の
自
動
化（
無
人
化
）等
を
進
め
て
行
き
た
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
か

ら
３
年
間
実
施
さ
れ
た
農
業
女
性
視
察
研
修
以
降
、
原
料
馬
鈴
薯
の
品
質
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
と
の
お
話
し
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
熊
谷
事
業
所
に
伺
い
、
北
岡
事
業
所
長
よ
り
施
設
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
９
月
の
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
原
料
輸
送
へ
の
影
響
も
落
ち

着
き
、
順
調
に
入
出
庫
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
視
察
終
了
後
、
群
馬
県
富
岡
市
の

富
岡
製
糸
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
豊
洲
市
場
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
学
し
、
全
日
程
を
無
事
終
了
し
て
帰
宅
の

途
に
。

　
今
回
の
視
察
を
終
え
て
、
改
め
て
先
人
先
達
の
先
見
性
と
発
想
の
豊
か
さ
、
偉
大
さ
を
感

じ
、
理
念
を
理
解
し
支
え
て
こ
ら
れ
た
組
合
員
並
び
に
役
職
員
の
強
固
な
結
び
つ
き
の
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
畑
作
専
門
部
会（
細
井
雅
史

部
会
長
）で
は
12
月
20
日（
木
）に
農
協

青
年
研
修
室
に
て
、
畑
作
部
員
約
40
名

参
加
の
も
と
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
Ｊ
Ａ
士
幌
町
農
産
部
農
産
課

主
任
の
松
野
晋
悟
氏
と
河
野
慶
佑
氏
を

講
師
に
招
き
、「
農
業
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

活
用
方
法
」と
題
し
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
河
野
氏
か
ら
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
農
業
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
基
礎
や
活
用
方
法
、
最
新
技
術

の
紹
介
な
ど
を
分
か
り
易
く
説
明
し
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
学
習
会

は
畑
作
部
員
対
象
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

後
半
は
松
野
氏
か
ら
馬
鈴
し
ょ
に
関
わ

る
話
題
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
部
員
か
ら
は「
農
業
用
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い
て
幅
広
い
話
し
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」な
ど
と

話
さ
れ
て
お
り
、
大
変
有
意
義
な
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

講師の河野氏講師の松野氏真剣に耳を傾ける畑作部員
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MY DADDY

おとうさん
ぼ く
わた

・

のし おとうさん
●おとうさん

伊賀　勝
かつひこ

彦 さん

●ぼく

リンダ くん

上居辺地区

　
1
月
24
日（
木
）農
協
連
ビ
ル
５
階

会
議
室
に
て
十
勝
馬
事
振
興
会
主
催

の
十
勝
馬
事
振
興
会
馬
事
功
労
者
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

で
は
5
名
の
会
員
が
長
年
の
馬
産
振

興
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
西
上
地
区
の

木
幡
利
則
氏
が
数
々
の
優
良
馬
の
育

成
や
、
長
年
の
地
元
振
興
会
役
員
と

し
て
の
地
域
貢
献
が
認
め
ら
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

十
勝
馬
事
振
興
会　
功
労
者
表
彰

西
上
地
区　
木
幡
利
則
氏
表
彰
さ
れ
る

表彰される木幡氏

曽
そ
　我

が
　恵

けい
　吾

ご

さん

西上地区 

いま何やって
ますか?

第346回

今
月
の
紹
介
は
、
西
上
地
区　
曽
我
弘
美
さ
ん
の
後

継
者（
５
代
目
）曽
我
恵
吾
さ
ん
で
す
。（
以
下
、
質
問

は
Ｑ
、
恵
吾
さ
ん
の
答
え
を
Ａ
と
し
ま
す
）

Q
農
業
に
た
ず
さ
わ
り

感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

一
か
ら
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
の
大

変
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Q
作
業
上
の
苦
労
・

注
意
点
（
失
敗
談
）
は
何
で
す
か
。

種
芋
の
抜
き
取
り
作
業
で
、
病
気
株
を
見

つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
苦
労
し
ま
し
た
。

Q
現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
仕
事
は

何
で
す
か
。

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
管
理
作
業
な
ど
、
自
分

が
出
来
る
中
の
仕
事
を
一
通
り
し
て
い
ま

す
。

Q
就
農
の
動
機
は
何
で
す
か
。

小
学
校
か
ら
、
学
校
で
の
授
業
の
一
環
と

し
て
畑
作
り
に
携
わ
り
、
農
業
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
高
校
、
大
学
で
も

農
業
系
の
学
校
に
進
学
し
た
こ
と
も
あ

り
、
去
年
の
３
月
に
就
農
を
決
意
し
ま
し

た
。

Q
農
業
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

苦
労
し
て
作
っ
た
も
の
を
収
穫
し
た
時

の
達
成
感
が
あ
る
こ
と
で
す
。

Q
休
み（
夜
間・冬
期
等
）の

過
ご
し
か
た
を
教
え
て
下
さ
い
。

近
所
の
友
人
と
遊
ん
だ
り
、
お
酒
を
飲

み
に
外
出
を
し
て
い
ま
す
。

Q
将
来
の
夢・目
標
は
何
で
す
か
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
知
識
、
経
験
を
積
ん

で
規
模
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。
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■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■ 応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で毎月10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。　■当選者は、次号にて掲載致します。

１月・２月合併号の正解 /
トシワスレ

二重マスの文字を、Ａ～Fの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

3月14日
（木）

１
４
６
７
９
11
12
14
15
17

19
20
21

片目だけパチンとつむります
夜空できらめきます
不満がたまるとこぼしてしまうことも
ショベルカーやブルドーザーなどのこと
ホエールはクジラ、ドルフィンは
師匠に就いて学ぶ立場です
丸木を組んで作る舟
平和の象徴とされる鳥
コンビニで免許証の を取った
機嫌がいいときに漏れる「フンフンフー
ン♪」
なめて味わうお菓子
アイロンをかけてのばします

先は闇、慎重に進みたいものです

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

3月21日～4月19日

牡羊座

全体運 : 珍しく優柔不断になりや
すい月。1 人で悩まず、信頼できる
人に相談を。半身浴や足裏マッサー
ジが幸運

健康運 : 平穏。ただし、食べ過ぎ
は体重増の原因に

幸運の食べ物 : オレンジ

全体運 : グンと視野を広げられそう。
興味のあるセミナーを受けたり、体
験教室に参加したりすると、新発見
があるかも

健康運 : 運動を習慣化することで、
良い変化あり

幸運の食べ物 : アオヤギ

全体運 : ストレスを感じやすい時
期です。背伸びをせず、着実な一歩
を重ねていくのが◎。気晴らしには
陶芸がお勧め

健康運 : 睡眠が不足気味。質を高
める努力が大事

幸運の食べ物 : クレソン

全体運 : 運が味方してくれる好調期。
やりたいことがあるなら、あれこれ
考えず、思い切って飛び込んで。海
外にもつき

健康運 : 上々。整体などで体のバ
ランスを整えて

幸運の食べ物 : ワケギ

全体運 : 思い込みが失敗を招く原
因になりがち。柔軟な発想を心掛け
て。リラックスするには好きな香り
の入浴剤が最適

健康運 : ゆったり構えて過ごすの
が健康の秘訣 ( ひけつ ) に

幸運の食べ物 : シイタケ

全体運 : 小さなミスを連発しやす
いよう。慣れている作業でも確認を
忘れずに。周囲のアドバイスには謙
虚に耳を傾けて

健康運 : 運動することで、より健
康に近づけます

幸運の食べ物 : パセリ

全体運 : 気持ちが不安定になる気配。
身の回りを片付けると気持ちが落ち
着くので、試してみて。念入りな掃
除も効果大

健康運 : 体力過信は NG 。定期的
に休息を取って

幸運の食べ物 : タイ

全体運 : 前向きな気持ちになれます。
ためらっていたことにも積極的に取
り組めば、好変化が。自己アピール
も成功の兆し

健康運 : 体をいたわって。無理な
ダイエットは×

幸運の食べ物 : ズワイガ二

全体運 : 感情的になりやすい期間。
特に家族など、身近な人に口うるさ
くしないよう、冷静に。開運には手
料理を作って

健康運 : 健康を気にし過ぎ。気楽
に考えましょう

幸運の食べ物 : セリ

全体運 : 人との交流からうれしい
刺激をもらえる予感。普段付き合う
機会の少ない相手ほど、斬新な驚き
を与えてくれそう

健康運 : 運動するのに良い月。何
か目標を立てて

幸運の食べ物 : 力ブ

全体運 : 何事も急がず、マイペー
スにやることで、物事がスムーズに
運ぶはず。結果より、充実感を優先
するとグッド

健康運 : 胃腸に優しい食事にする
と運気好転へ

幸運の食べ物 : シラス

全体運 : 自信が芽生える星回り。
さまざまな分野に挑戦したくなるの
で、動いてみて。意見やアイデアの
発表も正解

健康運 : 話題の健康法に注目を。
体質に合いそう

幸運の食べ物 : ワ力メ

当 選 者 発 表

今月のあなたの運勢3 HOROSCOPY2019

クロスワードパズル

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

森本　朱音
河野千鶴子
東村　達夫
谷岸　英子
後藤めぐみ

佐藤トシ子
三浦　孝雄
竹内　祐子
古川　典行
森　　律子

１月・２月合併号掲載問題の応募者は64名で64
名が正解でした。厳正なる抽選の結果、次の方が
当選しました。当選者には、組合員相談課にてプ
レゼントをお渡し致します。

おめでとうございます

あ た ま の た い そ う

応募方法
4月20日～5月20日 5月21日～6月21日 6月22日～7月22日

牡牛座 双子座 蟹　座

7月23日～8月22日

11月23日～12月21日

獅子座

射手座

8月23日～9月22日

12月22日～1月19日

9月23日～10月23日

1月20日～2月18日

10月24日～11月22日

2月19日～3月20日

乙女座

山羊座

天秤座

水瓶座

蠍　座

魚　座

ホー、ホケキョ！
わずかな希望のことを の望みとも
いいます
当たりかな、外れかな
カビが増殖するために飛ばします
春・夏・秋・冬と巡ります
長湯をして のように真っ赤になった
受験生に問題用紙と 用紙が配られた
しょうゆ、みそ、塩、豚骨……色んな味
があります
開店祝いの札を付けた物が店先にずらり
と並ぶことも
耳たぶに穴を開けて着けます
２本で１膳と数えます
祝いの席では尾頭付きが用意されること
もあります

１
２

３
４
５
８
10
13

14

16
17
18

今月の抽選者
上居辺地区

堀田　隆一さん

役場貯金窓口業務終了について

　役場出納窓口で行っておりました貯金業務（入
出金・振込等）は、２月末日をもって終了いたし
ました。
　長年に亘るご利用に、深く感謝申し上げます。
　尚、役場出入口に設置しております ATM（自動
入出金機）につきましては、引き続きご利用いた
だけます。
　これからもご利用をよろしくお願いいたします。

士幌町農業協同組合　貯金課
お問い合わせ　01564-5-5706

営業時間 8:30～18:30

営業時間 7:00～20:00
休 業 日 3月は休まず営業

休 業 日 3月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30～19:00
（31日は18：00まで）

休 業 日 3月は休まず営業
（31日は18：00まで）
（配送ローリー 日曜休業）

アスポ

ガソリンスタンド

※しほろ牛 一頭販売
・3月10日㈰


